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○野川流域連絡会について 

「野川流域連絡会」は流域住民、野川に関心を持って活動している団体の代表者、都及び流域自治体

の職員等が、“野川を地域に活きた親しめる川にする”ため、情報や意見の交換、提案等を行うことを

目的に、平成 12 年 8 月に設置されています。 

平成 2２年 6 月から第５期目がスタートし、現在、都民委員１８名・団体代表委員 1２名、行政委員

20 名、計 5０名が、水環境分科会と生き物分科会を中心に活動しています。 

 
 

野川流域連絡会及び水環境分科会について 

成城地区フィールドワーク（平成 23 年 7 月 27 日）流域連絡会水環境分科会（平成 23 年 11 月 2 日）

(第１期)平成12年8月～平成15年10月

(第２期)平成15年11月～平成18年3月

(第３期)平成18年4月～平成20年5月

(第４期)平成20年6月～平成22年5月

(第５期)平成22年6月～平成24年5月

水環境分科会

委員２３名

１５回開催

・野川の状況報告

・用水路再生プロジェ

クト

・野川市民貯留プロ

ジェクト

・野川の通信簿の実施

など

なっとく部会

委員１４名

１２回開催

・野川流量

調査

(なっとく流

量の設定)

・河川情報図

の作成など

生きもの分科会

委員２７名

１５回開催

・生きもの観察会の

実施(夏季・冬季の

年２回)

・野川ルールの普及、

改良

・野川の状況報告

・草刈りの検討

・草刈意見交換会の

実施など

研究部会

・雨水浸透に

関する学習

会の開催な

ど
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○水涸れ 

野川は近年、開発等による湧水地点、湧水量の減少、地下水位の低

下などによって、降水量の少ない年には、上流部で水流が途絶える、

いわゆる瀬切れ現象など、深刻な水不足状態に陥っています。 

 

○野川の流量の変遷 

かつて玉川上水の分水が野川に流入していた頃は、水量は豊かでし

たが、昭和 30 年代以降、流域の水田の減少に伴い、灌漑用水路とし

ての使命を終え、水量は減少しました。その後、都市化の進展に伴い、

家庭雑排水の増加によってどぶ川化し、流量は増加しましたが、下水

道の整備、普及に伴い、水質は改善されるとともに、水量は再び減少

しました。 

 

 

 

 

 

 

○水枯れ対策 

河道を付け替えた箇所で、河床へ水が浸透していることも水枯れの原因の一つだといわれています。

そこで、短期的な取り組みとして、東京都では河床に粘性土を張るなどの浸透防止対策を行っています。 

粘性土張りは、自然のみお筋を利用して低々水路部のみに粘性土を張ることで、整備範囲が狭く、環

境の改変を 小限にすることができること、水量減少時でも水深を確保できる、などの利点があります。 

野川の粘性土張り整備は平成 8 年度より実施され、現在では、京王線より下流の約 2.5km、武蔵野公

園より上流の約 1.9ｋｍの区間で実施されており、今後も整備が続けられる予定です。 

一方、中長期的には湧水を回復するための雨水浸透ますの増設、雨水の貯留、さらには恋ヶ窪用水を

復元し、玉川上水、砂川用水を経由し、多摩川の河川水の導入が有効と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

野川の水涸れとその対策 

粘性土張り地区（前原小学校下流） 

平成 16 年野川渇水時のチラシ
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○ 活動記録 

野川流域では、江戸時代から玉川上水の分水を利用して水田開発がすすめられてきました。しかし昭和

30 年代から進んだ流域の市街化の結果、水田は減少し、現在では、用水路を利用した水田は数えるほど

しか残っておらず、用水路の多くは利用されていません。 

これらの野川流域の用水路を再生するべく、野川流域連絡会では、先進事例の調査、用水路調査、関係

自治体、京浜河川事務所へのヒアリング、提案などの活動を行っています。 

 

用水路再生プロジェクトの近年の主な活動 
日時 場所 内容

平成 19 年 11 月 20 日 国分寺市本町・南町地域センター 砂川および恋ヶ窪用水路の現地調査と意見交換 
平成 19 年 12 月 18 目 小平市役所 先進事例としての小平市の状況調査、現地視察 
平成 20 年 1 月 29 日 国分寺市本町・南町地域センター ワークショップ方式による打ち合わせ

平成 20 年 3 月 14 日 北多摩南部建設事務所 国分寺市長あて提案書のまとめ作業

平成 20 年 4 月 23 目 国分寺市役所 国分寺市長へ提案書手交

平成 20 年 5 月 22 日 国分寺市役所 柴田国分寺副市長へ提案主旨の説明

平成 20 年 7 月 29 日 国土交通省関東地方整備局京浜河

川事務所 
用水路再生プロジェクトの取り組みについての協力を要請、意見交換

平成 20 年 8 月 13 日 国分寺市役所 柴田国分寺副市長へ地方の元気再生プランへの応募と恋ヶ窪用水復元への早期取

り組みを要請 
平成 20 年 11 月 19 日 国分寺市まちづくりセンター 今後の取り組みについて打合せ

平成 21 年 1 月 15 日 北多摩南部建設事務所 活動のまとめ作成等、今後の取り組みについて打合せ 
平成 21 年 6 月 17 日 現地、本多公民館 水環境分科会砂川用水路調査、今後の課題について検討 
平成 21 年 7 月 31 日 北多摩南部建設事務所 活動のまとめ（小冊子）作成打合せ

平成 21 年 11 月 19 日 北多摩南部建設事務所 活動のまとめ（小冊子）作成打合せ

平成２２年７月１３日 国分寺市役所 国分寺市「緑の基本計画」見直しについて副市長と意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用水路再生プロジェクト 

砂川用水路調査（平成 21 年 6 月 17

野川流域の用水路の現況 
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○ 活動記録 

野川流域在住の市民によって構成されている野川流域連絡会が主催し、地元の小学校・市民団体・地元

住民及び行政との連携・協働によって、小金井市内を流れる野川において、『野川のちびっこ先生あつま

れ！～小学生による「野川の通信簿」』を実施しています。 

目的は、小学生が水質や植物などの野川の状況を通信簿として観察・記入することを通じて、野川に親

しんでもらうこと。また、野川の環境を良くするために、この結果を市民の取り組みや自治体の施策に生

かしていくことです。 

 

野川の通信簿 

＜野川の通信簿 記録用紙＞ 

＜水質調査班の様子＞ ＜水生生物採取班の様子＞ 

＜植物観察班の様子＞ ＜鳥の観察班の様子＞ 
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○ 活動記録 

野川の水量確保、湧水保全、及び近年のゲリラ豪雨に代表される豪雨対策の一環として、野川流域にお

ける流域対策を推し進めるの当たり、これまで行政が施策として行ってきた流域貯留を市民自ら実践すべ

く、野川流域連絡会として実践方法を示し、貯留浸透施設の普及を図るためにどのような活動が出来るか

検討し、先進事例の調査、現地調査、行政との連携などの活動を行っています。 

 

野川市民貯留プロジェクトの近年の主な活動 

日時 活動名称 内容

平成 22 年 7 月 22 日 第１回 水環境分科会 第５期活動方針について

平成 22 年 9 月 16 目 第２回 水環境分科会 区市の野川等に係わる政策説明

平成 22 年 10 月 15 日 第３回 水環境分科会 区市の野川等に係わる政策説明

平成 22 年 11 月 17 日 第４回 水環境分科会 第５期活動方針について

平成 22 年 12 月 20 日 第５回 水環境分科会 世田谷区豪雨対策について説明、意見交換 

樋井川の取り組みについて、講演ビデオの上映 

平成 23 年 1 月 26 日 第６回 水環境分科会 豪雨対策と多自然川づくりについて説明、意見交換 
平成 23 年 2 月 15 日 第７回 水環境分科会 雨水の流域での貯留浸透について説明、意見交換 
平成 23 年 6 月 29 日 第８回 水環境分科会 世田谷区鎌田地区フィールドワーク、世田谷区豪雨対策の現地視察、意見交換 

平成 23 年 7 月 27 日 第９回 水環境分科会 世田谷区成城地区フィールドワーク、成城モデル地区の現地調査、意見交換

平成 23 年 9 月 9 日 第 10 回 水環境分科会 野川市民貯留プロジェクトの進め方について説明 
平成 23 年 11 月 2 日 第 11 回 水環境分科会 成城モデル地区ワークショップ、雨水下水道の小流域の検討 

平成 23 年 12 月 15 日 第 12 回 水環境分科会 成城モデル地区ワークショップ、東京都の計画の説明、意見交換 

平成 24 年 1 月 25 日 第 13 回 水環境分科会 成城モデル地区ワークショップ、今後の進め方について意見交換

平成２4 年 2 月 22 日 第 14 回 水環境分科会 世田谷区成城地区フィールドワーク、成城モデル地区の現地調査、意見交換 

 

活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野川市民貯留プロジェクト 

第８回水環境分科会フィールドワーク 第 10 回水環境分科会 
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第 12 回水環境分科会 第 14 回水環境分科会フィールドワーク 
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○ 雨水の下水道計画図（小流域） 

 現在、成城地区において整備が進めら

れている雨水排水ルートを地形図に記入

した図面。野川へと放流するルートを緑

色で表示、仙川へ放流するルートを赤線

で表示した。整備済み路線は破線、計画

路線は実線で記入。 

みつ池の涵養域とされる範囲も併せて

記入した。 

 排水ルートを元に、グループ分けを行

い、小流域を設定しました。 

 

 

○ 雨水活用ツールチェックリスト（成城地区） 

 設定した小流域のうち、モデル地区を

選定し、実際に現地を調査しました。 

 選定した小流域毎に代表となる宅地に

おいて、現状の貯留浸透施設の設置状況

及び、今後設置が可能な施設の有無を確

認しました。 

 また、敷地の規模、敷地に占める建物

や庭、駐車場の割合を算定し、雨水の流

出量を算出しました。 

  

 

 

○ 宅地における被覆率及び流出量（成城地区） 

 雨水活用ツールチェックリストにて算

出した宅地における被覆率と流出量をグ

ラフ化しました。 

 中心より左側の水色の棒グラフが流出

量を表し、右側の棒グラフで被覆率を表

しています。被覆率は赤色が建物、緑色

が庭、グレーが駐車場・通路、白色がそ

の他となっています。 

 

 今後、下水道小流域単位ごとに同様の

調査を行い、流出の現状を把握し、対策

を練って行きます。 

野川流域連絡会水環境分科会

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

浸透桝

×

・浸透地は土の地面や芝生などの有無　　・流出止は敷地の境界で流出対策の有無、及び設置出来そうか　　・屋上緑化の有無、及び緑化出来そうか

・浸透桝、浸透トレンチの設置の有無、及び設置出来そうか　　・雨天時のみ池になる雨池や、ビオトープ池の有無、及び設置出来そうか　

・小型タンクの設置の有無、及び設置出来そうか　　・大型タンクの設置の有無、及び設置出来そうか　　・庭や駐車場に貯留槽の埋設の有無、及び貯留槽は埋設出来そうか

＊調査方法：歩きながら各家ごとに「世田谷ダム」として実践できそうな対策をチェックする

地区NO
屋上緑化

家屋
名称

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ
池

100% 90%

○

×

中 30% 65%

75% 5% 15%

雨水活用ツールチェックリスト（成城地区）

貯留施設

小型
タンク

大型
タンク

貯留槽
庭

貯留槽
駐車場

NO 浸透
トレンチ

雨池

浸透施設

× × × × 不明 ×不明 不明 不明 ×

○ × × × × ○ ○ ○○

○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○

○ ×

×

○× × × ○ ×

不明 不明

○ ○ ○ ○

× ×

○ × × × × ○

× ×

○ × ○ ○

×

× ○

○ ○ ○ ○
中 40% 45% 15% 60%

不明 不明× ×

×× × × ○

大 30% 30% 40% 80%

5% 0%

中 40% 40% 20% 50%

中 40% 20% 40% 70%

中 40% 50% 5% 20%

中 40% 10% 15% 60%

敷地の
規模

被覆率

流出量

小 90% 0% 0% 100%

○ ○ ○ ×

建物 庭
駐車場
道路

浸透地 流出止

不明 ○ ×

○ × × × ○ ○ ○

× × × 不明 不明 不明

○ ○ ○ ○ ○ ×

不明 × ○ × ×

○ × × × ○

× ○ ○ ×

× × × × × 不明

○ × ×

○ × × × × ○ ○

× × × 不明 不明 不明

× × ○ ○ ○ ×

× × ○ × ×

× × × × ○

× × × ×

× × × × × ×

× × ×

○ × × × × × ×

× × × × × ×

Ａ５

8

9

10

× ×

× ×

× ×

7 Ｃ２ ＫＭ邸

ＫＫ邸Ｄ５

Ｄ６

5
Ａ３
Ａ４

ＫＲ邸

6 Ｂ１
インター

ロッキング
駐車場

3 Ｂ４ ＡＳ邸

4 Ｂ３ Ｒ邸

× ○ × ×

1
成城

自治会館

2 Ａ５ ＫＳ邸

○ ○ ○ ×

× × × × × ×

○ ○ × ×

○ ○ × ○ ○ ○

× × × × ○ ○×

○

×

猪股庭園

駐車場

大 20%

中 0% 0%

№ 地区№ 家屋名称

流出量（％） 面積（㎡）

1 成城自治会館 100% 66㎡

2 Ａ５ ＫＳ邸 20% １30㎡

3 Ｂ４ ＡＳ邸 60% 250㎡

4 Ｂ３ Ｒ邸 50% 170㎡

5 Ａ３　Ａ４ ＫＲ邸 70% 210㎡

6 Ｂ１ インターロッキング 80% 680㎡

7 Ｃ２ ＫＭ邸 0% 260㎡

8 Ｄ５ ＫＫ邸 60% 170㎡

9 Ｄ６ 猪股庭園 15% 1860㎡

10 Ａ５ 銀行駐車場 90% 380㎡

流出量（％） 面積（㎡）

凡例

60%

15%

90%

駐車場・通路

40 30 20 10
小

10%

5%

20% 75%

40%

30% 65%

40% 45%

5%

5%

100%

100%

20%

60%

50%

70%

80% 30% 30%

流出量（％） 被覆率（％）

90%

40% 50%

40% 10%

小 中

1860

流出量（％） 建物 庭

流出量

300 350

100 90 80 70 60 50 40 30 20 10

100 90 80 70 60 50

40%

40%

50 100 150 200 250 300 680 1860350 400

35%

15%

250

40% 20%

20% 40%

被覆率

その他

68050 400100 150 200
中 大

大

15%
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 ○韓国「川の日」安東大会への招待 

平成 2２年８月 2７日から２９日に開催された韓国「川の日」

安東大会に参加しました。 

韓国「川の日」大会は、水環境に関わる日韓交流が２０００年

から始まり、韓国ＮＧＯが、日本の「川の日」ワークショップに

参加した事がきっかけとなり、２００２年より開催されており、

日本のグランプリほか入賞団体も招待され、発表及び交流を深め

ています。 

毎年、韓国内の異なる都市で開催しており、開催誘致活動も活

発に行われています。様々な活動主体による水辺環境の保全活動

事例を集めて、公開発表、公開討論、公開審査という方式を通じ

て優秀な事例を選考する大会となっています。 

野川流域連絡会の「野川の奇蹟 ～川霧のたつ東京の川～」が

「第２回いい川・いい川づくりワークショップ」のグランプリ

（全国 1 位）を受賞したことから招待され、野川流域連絡会を

代表して、座長以下３名が参加しました。 

 

○ホームページの紹介 
野川流域連絡会では、ホームページでも情報発信を行

っています。 

http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/ 

kasen/ryuiki/05/nogawa-title.htm 

 

東京都建設局では、都内の河川で開いている流域連絡

会の活動をホームページで紹介しています。 

http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/kasen/ 

ryuiki/index.html 

 
 

 

情報発信 

問合せ先 
東京都建設局 北多摩南部建設事務所 

工事第二課 工務係 

住所  東京都府中市緑町 1-27-1 

電話 042-330-1845 

FAX 042-369-3890 

e-mail s0200212@section.metro.tokyo.jp 

 

野川は、国分寺市東恋ヶ窪を源とし、武蔵野台地の端部、国分寺崖線に沿って東南の方向に流れ、小金井
市、三鷹市、調布市を貫流し、狛江市東野川で入間川を、世田谷区鎌田で仙川を合流して、世田谷区玉川で多
摩川に合流する、延長20.23㎞、流域面積69.6平方キロメートルの一級河川です。
　 水辺に近づきやすい川づくりを基本に、川沿いの武蔵野公園や野川公園と一体的に整備するなど、緑豊かな
自然環境をつくりだしています。 都市を流れる河川の中では、四季折々の自然が息づくうるおいのある川として
多くの人々に親しまれています。
　「野川流域連絡会」は平成１２年８月３０日に設置され、現在第４期目として活動しています。委員（公募による
都民委員と団体委員３３名及び行政委員２０名の併せて５３名）が互いの情報を共有しながら、意見交換、提案、
勉強会、自然観察会など行っています。

生命の歌声が聞こえる水と緑の薫る川

【谷戸橋下流　狛江市】 【最上流部　国分寺市】

表紙の写真について 

 

 

 

 

 

 

 

①神明橋付近（平成 23 年 7 月 27 日） 

②流域連絡会全体会 

（平成 23 年 6 月 1 日） 

③流域連絡会分科会 

（平成 23 年 9 月 9 日） 

④成城モデル地区フィールドワーク 

（平成 24 年 2 月 22 日） 

① ② 

③ ④ 


